
第６回日本郵政グループのサービスについてご意見を伺う会（札幌） 

次   第 

 

 

 

日時：平成 22 年 2 月 28 日（日）13：00～15：00 

 

場所：ホテルニューオータニ札幌 ２階 鶴の間 

 

 

議題：１ 曽野日本郵政株式会社取締役挨拶 

２ 内藤総務副大臣挨拶 

３ 意見交換 

 

資料：１ 「日本郵政グループの概要」（日本郵政株式会社） 

２ 「日本郵政グループ平成 22 年 3 月期中間決算の概要」 

  （平成 21 年 11 月 25 日、日本郵政株式会社） 

３ 「北海道における郵便局の現況及びサービスの状況について」 

  （郵便局株式会社北海道支社） 

４ 「郵便事業株式会社の状況」（郵便事業株式会社） 

５ 「オピニオンリーダーに対するインタビュー結果」等 

   （第 51 回郵政民営化委員会（平成 20 年 12 月 25 日）資料） 

６ 「郵政改革の基本方針」（平成 21 年 10 月 20 日閣議決定） 

７ 「郵政改革素案について」、「郵政改革素案骨子」等 

  （第３回郵政改革関係政策会議（平成 22 年 2 月 8 日）資料） 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本郵政グループの概要 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
日本郵政株式会社 

平成22年2月28日 

 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
１ 日本郵政グループの構成 

日本郵政グループを構成する主な会社は、以下のとおりです。 

株式会社ＡＮＡ＆ＪＰエクスプレス

100.0％

60.0％

66.0％

33.3％

45.0％

51.0％

51.0％

67.6％

7.5％

100.0％

100.0％

100.0％

100.0％

51.0％

100.0％

100.0％

100.0％

日本郵便輸送株式会社

ＪＰエクスプレス株式会社

ＪＰサンキュウグローバルロジスティクス株式会社

株式会社ＪＰメディアダイレクト

ＳＤＰセンター株式会社

ゆうせいチャレンジド株式会社

株式会社かんぽ生命保険

日本郵政スタッフ株式会社

株式会社ＪＰ物流パートナーズ

日本郵政株式会社

郵便事業株式会社 株式会社ＪＰロジサービス

ＪＰビズメール株式会社

株式会社ゆうちょ銀行

郵便局株式会社

郵便局ビジネスサポート株式会社

       注１： ％は議決権割合（2009 年（平成 21 年）9 月 30 日現在） 

注２：      は関連会社 



 ２ 主なグループ会社の概要 
 

名称 日本郵政株式会社 郵便事業株式会社 郵便局株式会社 株式会社ゆうちょ銀行 株式会社かんぽ生命保険 

会長 西岡 喬 北村 憲雄 古川 洽次 川 茂夫 進藤 丈介 

社長 齋藤 次郎 鍋倉 眞一 永富 晶 井澤 吉幸 山下 泉 

資本金 3 兆 5,000 億円 1,000 億円 1,000 億円 3 兆 5,000 億円 5,000 億円 

株主 財務大臣 100％ 日本郵政株式会社 100％ 

従業員数 3,332 名 95,631 名 112,726 名 11,675 名 5,770 名 

主な業務内容 グループ会社に対する

経営管理 

郵便・国内物流事業、

国際物流事業、ロジス

ティクス事業 

郵便やゆうパック等に

関する窓口業務、印紙

の売りさばき、銀行代

理業、金融商品仲介

業、生命保険・損害保

険の募集業務、不動産

業、物販業、地方公共

団体からの受託業務 

銀行業 生命保険業 

主な事業所 人事・経理集約センタ

ー1、健康管理事務セ

ンター1、健康管理施

設 48、ファシリティセン

ター7、病院 14、宿泊

施設 71、郵政資料館 1

支社 13、支店 1,091、 

集配センター2,556、国

際郵便決済センター1、

郵便輸送センター2、物

流センター4、お客様サ

ービス相談センター1 

（郵便ポスト 192,213） 

支社 13、郵便局 24,176

（直営の郵便局 20,237、

簡易郵便局 3,939）、研

修センター11、お客様サ

ービス相談センター1 

営業所 234（統括店 13、

一般店 221）、地域セン

ター49、貯金事務センタ

ー11、貯金事務計算セ

ンター2 

（ATM26,136） 

直営店 80（統括支店 13、

支店 67）、サービスセン

ター5、コールセンター1 

 注１：資本金、株主、従業員数、主な事業所は、2009 年（平成 21 年）3月 31 日現在。 
 注２：連結ベースの従業員数は、229,134 名。 
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日本郵政グループ

 

平成２２年３月期中間決算の概要

連結経常収益

8兆9,513億円

連結経常利益

5,050億円

連結中間純利益

2,009億円

連結総資産

303兆6,047億円

連結純資産

9兆3,514億円

郵便局における営業活動の成果により、営業収益をほぼ前年水準で維持する一方、営業

費用の伸びを抑えた結果、経常収益 6,443億円 、経常利益 365億円を計上

経常利益では、前中間期（20/9期）並みの水準を確保するも、税金（課税所得）計算上

の影響により、中間純利益は 93億円

純粋持株会社としての機能のほか、病院事業、宿泊事業及びグループ共通事務の受託等に

より、経常収益 2,031億円、経常利益 1,161億円、中間純利益 1,129億円を計上

積極的な営業展開により、貯金残高 176兆4,443億円（21/3末比 ▲1.0兆円 減少幅は縮小）、

貯金残高（未払利子込み） 177兆617億円（同▲0.9兆円）

経常収益 1兆1,296億円、経常利益 2,648億円、中間純利益 1,581億円

業務純益 2,526億円、自己資本比率（バーゼルⅡ） 94.46％

総取扱物数は、101億1,890万通(個)(20/9比 ▲2.4％)、郵便物 88億991万通（同 ▲3.8％）、

ゆうパック 1億2,916万個（同 ▲2.6％）、ゆうメール 11億7,984万個（同 ＋9.4％）

景気悪化の影響が継続する中、経常収益 8,331億円、経常損失 197億円、中間純損失

193億円と前中間期並みの損益を計上

郵便局会社との連携による営業推進態勢の強化により、個人保険の新契約件数は105万件

(20/9比＋15万件)

経常収益 6兆9,124億円、経常利益 2,122億円、中間純利益 380億円

保険料等収入 3兆7,834億円、基礎利益 2,319億円、内部留保残高（価格変動準備金、危険

準備金）3兆3,537億円、ソルベンシー・マージン比率 1,528.9％
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日本郵政

グループ（連結) 日本郵政
（単体）

郵便事業会社
（単体）

郵便局会社
（単体）

ゆうちょ銀行
（単体）

かんぽ生命保険
（単体）

経常収益 89,513 2,031 8,331 6,443 11,296 69,124

前年同期(20/9)比 ▲5,355 +300 ▲257 ▲71 ▲1,507 ▲4,026

経常利益 5,050 1,161 ▲197 365 2,648 2,122

前年同期(20/9)比 +825 +385 +7 ▲15 +128 +1,059

中間純利益 2,009 1,129 ▲193 93 1,581 380

前年同期(20/9)比 ▲215 +349 ▲3 ▲115 +79 +133

経常利益 9,400 1,360 430 590 4,600 3,500

前年(21/3)比 +1,094 +260 ▲159 ▲248 ＋747 ＋1,357

当期純利益 4,300 1,390 230 340 2,700 640

前年(21/3)比 +72 +299 ▲68 ▲68 +406 ＋256

当中間期の経営成績

日本郵政グループ

 

平成２２年３月期中間決算の概要（資料）

通期見通し（平成22年3月期）

（単位：億円）

（注1）億円未満の計数は切捨てております。また、連結合計値と、単体計数の合算値とは、他の連結処理のため、一致しません。

（注2）通期見通しにつきましては、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い、予想と異なる可能性があります。
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郵便事業会社

 

平成２２年３月期中間決算の概要

①20/9
中間期

②21/9
中間期

増減
(② - ①)

増減率
（%）

総取扱物数

（通）
103億6,878万 101億1,890万 ▲2億4,988万 ▲2.4%

郵便物

 

（通）
91億5,756万 88億991万 ▲3億4,765万 ▲3.8%

ゆうパック

 

（個）
1億3,255万 1億2,916万 ▲339万 ▲2.6%

ゆうメール

 

（個）
10億7,867万 11億7,984万 +1億117万 +9.4%

郵便物の推移 荷物（ゆうパック、ゆうメール）の推移（億通） （億個）

91.6

212.3

（ゆうメール）

 

11.8

（ゆうパック）

 

1.3

（ゆうメール）

 

10.8

（ゆうパック）

 

1.3

20/9

（中間）

21/3

21/9

（中間）

21/9

（中間）

20/9

（中間）

21/3

88.1

▲3.8％
+9.4％

▲2.6％

（ゆうメール）

 

24.2

（ゆうパック）

 

2.8

①20/9中間期 ②21/9中間期 増減(②

 

-

 

①) 21/3期（通期実績） 22/3期（通期予想）

経常収益 8,588 8,331 ▲257 18,874 18,370

経常利益 ▲204 ▲197 +7 589 430

中間（当期）純利益 ▲189 ▲193 ▲3 298 230

営業収益 8,457 8,218 ▲238 18,652 18,150

営業費用 8,755 8,488 ▲267 18,203 17,870

営業利益 ▲298 ▲269 +28 448 280

《営業利益ﾍﾞｰｽ》

（単位：億円）

総取扱物数は、101億1,890万通(個)(20/9比 ▲2.4％)、郵便物 88億991万通（同 ▲3.8％）、 ゆうパック 1億2,916万個（同 ▲2.6％）、ゆうメール

11億7,984万個（同 ＋9.4％）

景気悪化の影響が継続する中、経常収益 8,331億円、経常損失 197億円、中間純損失 193億円と前中間期並みの損益を計上（営業の形態として下期

のウエイトが高く、利益が下期に偏る傾向にあるため、中間期においては、経常損失、中間純損失を計上）
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郵便局会社

 

平成２２年３月期中間決算の概要

（単位：億円）

①20/9中間期 ②21/9中間期 増減(②

 

-

 

①) 21/3期（通期実績） 22/3期（通期予想）

経常収益 6,515 6,443 ▲71 13,261 13,150

経常利益 380 365 ▲15 838 590

中間（当期）純利益 209 93 ▲115 408 340

営業収益 6,351 6,295 ▲55 12,932 12,880

うち受託手数料 6,252 6,221 ▲30 12,765 12,690

郵便窓口業務等手数料 996 958 ▲37 2,132 2,200

銀行代理業務手数料 3,155 3,250 +94 6,481 6,390

生命保険代理業務手数料 2,099 2,011 ▲87 4,152 4,100

営業費用 6,059 5,985 ▲73 12,248 12,380

営業利益 292 310 +18 683 500

《営業利益ﾍﾞｰｽ》

郵便局における営業活動の成果により、営業収益をほぼ前年水準で維持する一方、営業費用の伸びを抑えた結果、経常収益 6,443億円、

経常利益 365億円を計上

経常利益では、前中間期（20/9期）並みの水準を確保するも、税金（課税所得）計算上の影響（注）により、中間純利益は 93億円

（注）

 

主として、上期に予定していた退職が下期にズレたことによる（退職金支払いは、税負担を軽減する効果がある）
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ゆうちょ銀行

 

平成２２年３月期中間決算の概要

①20/9中間期 ②21/9中間期 増減(②

 

-

 

①) 21/3期（通期実績） 22/3期（通期予想）

経常収益 12,803 11,296 ▲1,507 24,885 22,300

経常利益 2,520 2,648 +128 3,852 4,600

中間（当期）純利益 1,501 1,581 +79 2,293 2,700

業務純益 2,811 2,526 ▲285 4,806

①21/3期 ②21/9中間期
増減

(② - ①)

自己資本比率 92.11％ 94.46％ +2.35％

貯金残高 177兆4,798億円 176兆4,443億円 ▲1兆354億円

貯金残高

（未払利子込み）
178兆500億円 177兆617億円 ▲9,882億円

178.0兆円

187.3兆円

182.3兆円
179.1兆円

貯金残高（未払利子込み）の推移

（単位：億円）

▲4.9兆円

▲3.2兆円

▲1.0兆円

（兆円）

0

積極的な営業展開により、貯金残高 176兆4,443億円（21/3末比 ▲1.0兆円 減少幅は縮小）、貯金残高（未払利子込み） 177兆617億円（同 ▲0.9兆円）

経常収益 1兆1,296億円、経常利益 2,648億円、中間純利益 1,581億円

業務純益 2,526億円、自己資本比率（バーゼルⅡ） 94.46％

177.0兆円

▲0.9兆円
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かんぽ生命

 

平成22年３月期中間決算の概要

0

50

100

150

10-3月 4-9月 10-3月 4-9月

0

1

2

3

4

5
①21/3期 ②21/9中間期

増減

(②

 

-

 

①)

ソルベンシー・

マージン比率
1,429.7％ 1,528.9％ +99.2％

内部留保残高 3兆3,328億円 3兆3,537億円 +209億円

（単位：億円）

契約状況の推移

（

 

件数：万件） （

 

金額：兆円）

―

 

新契約（個人保険）の状況

 

－
（

 

件数：万件） （

 

金額：兆円）

郵便局会社との連携による営業推進態勢の強化により、個人保険の新契約件数は105万件(20/9比＋15万件)

経常収益 6兆9,124億円、経常利益 2,122億円、中間純利益 380億円

保険料等収入 3兆7,834億円、基礎利益 2,319億円、内部留保残高（価格変動準備金、危険準備金）3兆3,537億円、ソルベンシー・マージン

比率 1,528.9％

19年度 20年度 21年度

件数:59万件

金額:1.6兆円

件数:90万件

金額:2.5兆円

件数:102万件

金額:2.9兆円

件数:105万件

金額:3.1兆円

①20/9中間期 ②21/9中間期 増減(②

 

-

 

①) 21/3期（通期実績） 22/3期（通期予想）

経常収益 73,151 69,124 ▲4,026 155,337 147,400

経常利益 1,063 2,122 +1,059 2,142 3,500

中間（当期）純利益 247 380 +133 383 640

基礎利益 2,298 2,319 +21 4,324

個人保険

 

新契約（件数） 900,444 1,053,825 +153,381 1,917,207

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

90

100

110

120

130

140

150

20/3 20/9 21/3 21/9

件数:4,334万件

金額:120.1兆円

件数:4,603万件

金額:127.5兆円

件数:4,930万件

金額:136.3兆円

件数:5,218万件

金額:144.2兆円

―

 

受再している簡易生命保険の保有契約状況

 

―



北海道における郵便局の現況及びサービスの状況について北海道における郵便局の現況及びサービスの状況について

平 成 ２ ２ 年 ２ 月 ２ ８ 日

郵便局株式会社

 
北海道支社
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郵便局の概況

北海道の郵便局の位置付け

「総生産」の数値は、内閣府ＨＰの「18年度

県民経済計算」より転記しました。

「人口」の数値は、総務省ＨＰの「平成20年
10月1日現在推計人口」より転記しました。

※

北海道 全 国

項目 北海道 全国 占有率 備考

総生産 189,111億円 5,188,240億円 3.6% H18年度

人口 5,535千人 127,692千人 4.3% H20.10.1現在

郵便局数 1,215局 20,238局 6.0%
H21.12.31現在

簡易局数 300局 4,295局 7.0%

従業員数 6,650人 112,726人 5.9% H21.3.31現在

ＡＴＭ設置数 1,680台 26,136台 6.4% H21.3.31現在

6.4%

5.9%

7.0%

6.0%

4.3%

3.6%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0%

ATM設置数

従業員数

簡易局数

郵便局数

人口

総生産

１

※



ワンストップサービスワンストップサービス導入導入市町村一覧市町村一覧（（２１２１年年１２１２月月末日現在末日現在））

２
 

地方公共団体事務の取扱状況

留 萌 市

証明書交付事務
４月１日開始

壮 瞥 町

ごみ袋等販売事務
４月１日開始

札 幌 市

ごみ袋交付事務
５月２０日開始

【証明書交付事務】
住民票の写しや戸籍謄本等

 

の各種証明書が郵便局の窓

 

口で受け取れるサービス

【受託窓口事務】
市町村から委託されたバス

 

券やゴミ袋の購入等が郵便

 

局の窓口で行えるサービス

＜導入市町村の割合＞

導入市町村数 導入率 導入市町村数 導入率

証明書交付事務 8.9% 154 8.7%

受託窓口事務 21 107 6.0%

合計 35 19.6% 240 13.5%

北海道 全国（21.12末）

※

 

合計欄は、重複市町村分を除いた計数。
※

 

北海道市町村数～179、全国市町村数～1,772

16

11.7%

サービスメニュー

２



３
 

オリジナルフレーム切手の販売①

題材名 販売開始日

松前公園の桜
～松前城と夫婦桜～

21年

 

4月24日

オホーツク花物語 21年

 

5月

 

1日

小樽十景
～THE LIGHT UP～ 21年

 

5月

 

1日

利尻・礼文の花 21年

 

5月15日

輝く生命！5月24日満1歳！
誕生日おめでとう！
がんばれ！タイガ・ココア

21年

 

5月22日

いわみざわバラのある風景Ⅱ 21年

 

6月

 

1日

ばんえい十勝 21年

 

6月

 

1日

丘のまちびえいⅢ 21年

 

6月

 

1日

２１年度における北海道オリジナルフレーム切手の販売
地方色豊かな風物・産物・催事を題材として、オリジナルフレーム切手を作成・販売。

題材名 販売開始日

世界遺産知床Ⅲ 21年

 

6月15日

北空知の風景Ⅱ 21年

 

7月

 

1日

オロロンラインの風景Ⅱ 21年

 

7月17日

函館・道南の旅Ⅲ 21年

 

7月17日

JASDF

 

CHITOSE

 

AB
2009航空祭記念

21年

 

8月

 

3日

ニセコ・羊蹄・南後志の風景 21年

 

8月

 

7日

ねんりんピック北海道・
札幌２００９

21年

 

8月31日

札幌市手稲区

 

区政20周年記念 21年10月20日

３







○

 
アスパラ

 
：７．７万個

○

 
メロン

 
：４．１万個

○

 
さんま

 
：２．７万個

４
 

物販事業の展開①

１

 
取扱個数

 
３３万個１

 
取扱個数

 
３３万個

２

 
取扱商品（チラシ）数

 
４４４種２

 
取扱商品（チラシ）数

 
４４４種

４

 
販売高

 
１１．５億円４

 
販売高

 
１１．５億円

３

 
人気商品３

 
人気商品

主なふるさと小包の申込数

北海道商品を全国に向かって発信しています

２１年度における郵便局のふるさと小包取扱状況（北海道Ｈ２１．４～Ｈ２１．１２）

６



年賀状印刷サービス

４
 

物販事業の展開②

総合生活取次ぎサービス

○

 

安心・信頼の企業とサービスを郵便局がご紹介します｡

日本通運

 

アート引越センター

ホームセキュリティ セコム株式会社

 

綜合警備保障

光ファイバー接続 ＮＴＴ東日本

 

ＫＤＤＩ

ハウスクリーニング ダスキン

郵便料金計器 ピツニー・ボウズジャパン

文房具等の店頭販売

家電・ブランドカタログの販売

○

 

大型家電販売店やブランドショップがない地域でも購入

いただけるよう家電・ブランドバッグ等の商品を販売いたし

ました。

家電

販売期間

平成２１年

 

６月２９日～平成２１年

 

７月３１日

平成２１年１１月２５日～平成２１年１２月２８日

ブランド
平成２１年

 

５月１３日～平成２１年

 

７月

 

３日

平成２１年１０月２０日～平成２１年１２月１８日

販売期間

平成２１年

 

９月

 

１日～平成２１年１２月２１日

※

 

Ｗｅｂは１月１０日まで受付

○

 

郵便の差出に便利な封筒やペンなどを郵便局窓口で店

頭販売しています。

○

 

１１月１９日からはあらかじめ年賀状に図柄を印刷した

「お手軽年賀はがき」を販売いたしました。

お手軽年賀はがき販売期間

平成２１年１１月１９日～平成２２年１月１５日

○

 

カタログの中からお好きな絵柄をお選びいただくと、印刷

してご自宅までお届けいたします。

郵便局へ行くことが困難な方や自宅で印刷できない高齢

者の方等にご好評をいただいております。今年は早期割引

や複数注文割引、Ｗｅｂ割引も実施いたしました。

７

携 帯 電 話 docomo・au ・

 

softbank

引 越
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郵便事業株式会社の状況

平成２２年２月２８日

郵便事業株式会社
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①
 

郵便事業会社の拠点

※1

 

平成２１年１１月３０日現在
※2  平成２１年

 

３月３１日現在

○

 

全国２万４千の郵便局のほか、以下のアクセスポイントにより郵便ネットワークを構成。

全 国 北海道
（全国に占める割合）

支店
(※1）

1,091 57 5.2%

集配センター
（※1）

2,544 223 8.8%

郵便切手類販売所等
（※2）

144,481 7,239 5.0%

郵便ポスト
（※2）

192,213 9,023 4.7%

合計 340,329 16,542 4.9%



②
 

郵便事業株式会社のネットワーク（北海道）

支店

集配センター

統括支店

凡 例

手稲

札幌西

定山渓

札幌南

山鼻

豊平

札幌
札幌白石

厚別

丘珠

篠路

札幌北

札幌東

【札幌市内支店配置状況】

香深

鴛泊

沓形

稚内 宗谷

沼川

鬼志別

浅茅野

枝幸

歌登 乙忠部

中頓別

中川

遠別

音威子府

初山別

羽幌

古丹別

苫前

鬼鹿

小平

留萌

舎熊
増毛

美深

名寄
下川

風連

士別
朝日

和寒

浜頓別

幌延

雄武

興部

西興部

渚滑

上渚滑

滝上

紋別

小向

白滝

丸瀬布

遠軽

上湧別

中湧別

湧別

芭露
常呂

浜佐呂間

佐呂間

若佐 端野

北見

留辺蘂

訓子府

置戸

津別

美幌

網走

女満別

東藻琴

浜小清水

小清水

斜里
浦士別

清里

札弦

宇登呂

羅臼

薫別

標津
中標津

中春別

別海

中西別

西春別駅前
根室

厚床姉別
浜中

霧多布

茶内

厚岸

尾幌

川湯

美留和

弟子屈
虹別

標茶

塘路

釧路

遠矢釧路東

久著路

鶴居

幌呂

阿寒湖

阿寒

釧路西

庶路
白糠

音別

陸別

大誉地

螺湾

足寄

仙美里

本別

上士幌

士幌

中士幌

音更

浦幌
豊頃

十勝池田

幕別

札内

広尾

大樹

忠類

更別

中札内

大正
帯広

西帯広
芽室

御影

清水

新得

屈足
鹿追

庶野

えりも

様似

浦河

本桐
三石

静内

厚賀
門別

振内

平取

富川

鵡川

似湾

穂別 日高

占冠

苫小牧

白老
登別温泉

虎杖浜

登別

室蘭

東室蘭

伊達

大滝

有珠

壮瞥
大岸

洞爺

豊浦

虻田

長万部

八雲

森

南茅部

鹿部
大沼

尻岸内石崎

函館

函館東

函館北
七飯

北斗北

北斗

木古内

福島

松前

江良

上ノ国

江差

館

厚沢部
乙部

館平

熊石

奥尻

久遠

若松

北桧山

瀬棚

今金

島牧

寿都

黒松内

蘭越 ニセコ 真狩

京極

喜茂別

倶知安岩内

後志泊

神恵内

野塚 美国

古平

余市

小樽

浜益

厚田

石狩北

石狩

上富良野

富良野

幾寅

追分

早来雪だるま

厚真

上厚真

遠浅

三笠

北村

栗沢

栗山 夕張

清水沢

紅葉山
三川

由仁
長沼

美唄

砂川

滝川

芦別

赤平

北海道深川

妹背牛

沼田

秩父別
納内

美瑛

幌加内

上川

愛別
比布

当麻

鷹栖

旭川

永山

旭川東

千歳

恵庭
北広島

北広島西

南幌

野幌

江別
太美

当別

新篠津

月形

浦臼

岩見沢

札幌市内は別図に記載

2
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③
 

郵便物等の引受状況（平成２０年度）

北海道
（単位:千通）

（全国に占める割合）

道民一人当たりの
差出物数

(※１)

（単位:通）

総計 23,929,935 747,596 3.12% 135.1
 郵便物 21,227,985 674,399 3.18% 121.8
  内国 21,158,740 673,695 3.18% 121.7
   普通 20,587,495 655,337 3.18% 118.4
    第一種 10,332,283 315,410 3.05% 57.0
    第二種 6,867,688 177,624 2.59% 32.1
    第三種 449,705 10,836 2.41% 2.0
    第四種 25,785 486 1.89% 0.1
    年賀 2,900,641 150,764 5.20% 27.2
    選挙 11,393 217 1.90% 0.0
   特殊 571,245 18,359 3.21% 3.3
  国際 69,245 704 1.02% 0.1
   通常 57,835 543 0.94% 0.1
   小包 1,567 27 1.75% 0.0
   ＥＭＳ
（国際スピード郵便）

9,843 133 1.35% 0.0

 荷物 2,701,950 73,197 2.71% 13.2
  ゆうパック 277,057 14,579 5.26% 2.6
  ゆうメール 2,424,893 58,618 2.42% 10.6

全国
（単位:千通）

種類別

※１　北海道の人口は、５，５３５千人（総務省統計局人口推計：平成20年10月１日現在推計人口）
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④
 

北海道を中心とした郵便物等の流れ

都道府県 割合 都道府県 割合

1 北海道 69.2% 1 北海道 84.7%

2 東京都 16.6% 2 東京都 5.6%

3 大阪府 2.8% 3 神奈川県 1.1%

4 神奈川県 1.6% 4 大阪府 0.9%

5 埼玉県 1.5% 5 埼玉県 0.7%

6 愛知県 1.1% 6 千葉県 0.7%

7 千葉県 0.8% 7 愛知県 0.7%

8 宮城県 0.6% 8 兵庫県 0.4%

9 福岡県 0.6% 9 宮城県 0.4%

10 兵庫県 0.5% 10 青森県 0.4%

都道府県 割合 都道府県 割合

1 北海道 53.0% 1 北海道 48.7%

2 東京都 7.9% 2 東京都 10.3%

3 神奈川県 3.4% 3 神奈川県 5.5%

4 大阪府 3.4% 4 埼玉県 3.7%

5 山形県 2.3% 5 千葉県 3.5%

6 埼玉県 2.3% 6 大阪府 2.8%

7 京都府 2.1% 7 愛知県 2.4%

8 愛知県 2.1% 8 兵庫県 1.8%

9 岡山県 2.0% 9 静岡県 1.7%

10 千葉県 1.9% 10 宮城県 1.4%

※データはいずれも平成18年度6月期に実施した調査の結果に基づく推計値。

○北海道で配達する郵便物等の引受場所 ○北海道で引き受けた郵便物等のあて先

荷
物
（
一
般
ゆ
う
パ

ッ
ク
の
み

）

荷
物
（
一
般
ゆ
う
パ

ッ
ク
の
み

）

郵
便
物
（
第
一
種
定
形
・
第
二
種
の
み

）

郵
便
物
（
第
一
種
定
形
・
第
二
種
の
み

）
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⑤
 

ふるさと切手の発行（１）
○

 

地方色豊かな風物などを題材とする郵便切手を介してふるさとを全国に紹介し、地域社会の振興に貢献する

ことを目的として「ふるさと切手」を発行しています。

○

 

民営化以降発行したふるさと切手のうち、北海道に関連するものは以下のとおりです。

名称 発売日 種類 概要

1 地方自治法施行60周年

 
記念シリーズ

 

北海道
平成20年7月1日 80円切手 「地方自治法施行60周年記念シリーズ」の北海道版。

2 ふるさとの花

第1集

平成20年7月1日 80円切手

50円切手

全国47都道府県の県花を題材として、日本の四季を紹介して

 
いく「ふるさとの花」シリーズの第1集。北海道では「ハマ

 
ナス」が題材。

3 ふるさと心の風景

第3集

平成20年11月4日 80円切手 画家原田泰治が描いた全国各地のふるさとの風景やポストの

 
ある風景などを題材とした「ふるさと心の風景」シリーズの

 
第3集。北海道では「網走市」が題材。

4 ふるさと心の風景

第4集

平成21年3月2日 80円切手 「ふるさと心の風景」シリーズの第4集。北海道では「岩内

 
郡」が題材。

5 ふるさと心の風景

第5集

平成21年6月23日 80円切手 「ふるさと心の風景」シリーズの第5集。北海道では「中川

 
郡」が題材。
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⑤
 

ふるさと切手の発行（２）

３

 

ふるさと心の風景

 

第3集２

 

ふるさとの花

 

第1集

４

 

ふるさと心の風景

 

第4集 ５

 

ふるさと心の風景

 

第5集

１

 

地方自治法施行６０周年記念シリーズ

 

北海道

（中川郡）（岩内郡）

（網走市）



7

⑥
 

社会、地域社会への貢献の推進（ひまわりサービス等）

○

 

地方自治体、社会福祉協議会などと協力して、過疎地域の高齢者の方を対象に、

「ひまわりサービス」として外務社員による励ましの声かけ、定期的な励ましメッセージのお届け及び

生活用品などの注文受付・配達等を行っています。

北海道エリアにおける実施状況は下表のとおりです（３自治体・３支店）。

士別市、沼田町、奥尻町北海道

実施自治体（平成２１年３月末現在）県名

<参考>：全国における実施自治体数は、118自治体・97支店（平成21年3月末現在）。

○

 

地方公共団体からの要望などにより道路損傷の情報提供を継続しています。
北海道エリアにおける実施状況は下表のとおりです（８４自治体・５０支店）

 

。

○

 

地域の安全のため、こども１１０番の取組みにも参加しています。
北海道エリアにおける実施状況は下表のとおりです（６９自治体・４３支店）。

1,122

(857)

84

(50)

実施自治体数

（支店数）

（参考）全国計北海道（平成20年3月末）

960

(738)

69

(43)

実施自治体数

（支店数）

（参考）全国計北海道（平成20年3月末）

















郵政改革の基本方針 

 
平成 21 年 10 月 20 日 

閣  議  決  定  
 
 

郵政事業の抜本的見直し（郵政改革）については、国民生活の確

保及び地域社会の活性化等のため、日本郵政グループ各社等のサー

ビスと経営の実態を精査するほか、以下によるものとして検討を進

め、その具体的な内容をまとめた「郵政改革法案」（仮称）を次期通

常国会に提出し、その確実な成立を図るものとする。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１．郵政事業に関する国民の権利として、国民共有の財産である郵

便局ネットワークを活用し、郵便、郵便貯金、簡易生命保険の基

本的なサービスを全国あまねく公平にかつ利用者本位の簡便な方

法により、郵便局で一体的に利用できるようにする。 

 

２．このため、郵便局ネットワークを、地域や生活弱者の権利を保

障し格差を是正するための拠点として位置付けるとともに、地域

のワンストップ行政の拠点としても活用することとする。 

 

３．また、郵便貯金・簡易生命保険の基本的なサービスについての

ユニバーサルサービスを法的に担保できる措置を講じるほか、銀

行法、保険業法等に代わる新たな規制を検討する。加えて、国民

利用者の視点、地域金融や中小企業金融にとっての役割に配慮す

る。 

 

４．これらの方策を着実に実現するため、現在の持株会社・４分社

化体制を見直し、経営形態を再編成する。この場合、郵政事業の

機動的経営を確保するため、株式会社形態とする。 

 

５．なお、再編成後の日本郵政グループに対しては、更なる情報開

示と説明責任の徹底を義務付けることとする。 

 

６．上記措置に伴い、郵政民営化法の廃止を含め、所要の法律上の

措置を講じる。 









 

ご発言内容のポイント（案） 

 

ご参考までに事務局で作成致しました。勿論これに限定するも

のではありませんので、ご自由にご発言ください。 

 

（地元関係者、利用者の方々） 

 

○ 現在の郵便局サービス（郵便、貯金、保険サービス等）

にご不満な点はございますか。 

商品・サービスの品揃え、料金・手数料、貯金や保険の

限度額、窓口の接遇や営業時間は、いかがでしょうか。 

 

○ 民営化（平成 19 年 10 月）前と比較して、郵便局サービ

スは良くなったとお考えですか、それとも、悪くなったと

お考えですか。 

新商品・サービスは、期待通りでしょうか。窓口の接遇

や待ち時間は改善されたでしょうか。 

 

○ 地方公共団体等との連携など、地域における郵便局の 

役割として、どのようなことを期待されていますか。 

ワンストップ・サービス（住民票の写し等の交付サービ

ス）の拡充や地域への資金還元について、いかがお考えで

しょうか。 

 

○ 商品・サービスの充実、地域経済の活性化への貢献など、  

今後、どのようなことを日本郵政グループに対して期待さ

れていますか。 



 

 

（郵便局長、郵便局員の方々） 

 

○ 民営化後、郵便局のお客様の反応は、よくなったでしょ

うか、それとも悪くなったでしょうか。 

お客様から、どのような苦情や不満を受けることが多い

でしょうか。 

 

○ 民営化に伴う業務手続き等の変更について、どのように

お考えでしょうか。 

 

○ 分社化の業務への影響については、いかがでしょうか。

窓口業務の委託元会社との連携の状況は、いかがでしょう

か。 

 

○ 地域における郵便局の役割について、どのようにお考え

でしょうか。 

ワンストップ・サービス（住民票の写し等の交付サービ

ス）の拡充等については、いかがでしょうか。 

 

○ どのような新商品・サービスがあればよい、とお考えで

しょうか。 

お客様から、どのような商品・サービスの要望を受ける

ことが多いでしょうか。 

 



 

 

（郵便事業株式会社の方々） 

 

○ 民営化後、お客様の反応は、よくなったでしょうか、  

それとも悪くなったでしょうか。 

お客様から、どのような苦情や不満を受けることが多い

でしょうか。 

 

○ 分社化の業務への影響については、いかがでしょうか。

郵便窓口業務を委託している郵便局株式会社との連携の状

況は、いかがでしょうか。 

 

○ 今年の年賀葉書の販売、集配の状況はいかがだったでし

ょうか。来年に向けての反省点や課題はございますか。 

 

○ ひまわりサービスや高齢者への声かけなど、郵便集配ネ

ットワークを活かした地域貢献活動について、どのように

お考えでしょうか。 

 

○ どのような新商品・サービスがあればよい、とお考えで

しょうか。 

お客様から、どのような商品・サービスの要望を受ける

ことが多いでしょうか。 

 



第６回

 
日本郵政のサービスについてご意見を伺う会

 
ご出席の状況

〔凡例〕

郵便局利用者様

 

●

郵便局・支店

 

■

札幌市（７）

小樽市（１）

仁木町（１）

苫小牧市（１）

北広島市（１）

江別市（１）

新篠津村（１）

浦臼町（１）

長沼町（１） 夕張市（１）

余市町（１）


